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（資料６）事後調査票 
 

医療機関の部門別収支に関する調査研究 事務局 行 

 

医療機関の部門別収支に関する調査研究  事後調査票 

 

＊以下の質問票に回答ください。＊パソコンで作成いただく場合は、黄色部分（  ）に記入ください。 

 

１．データ提出の作業過程について 

データ入力・提出の過程における貴院の作業状況を以下の設問に沿ってご記入ください。 

（１）調査１：収支計算ファイル 

問① 作業状況および提出状況 

（どれか１つに〇をつけてください。） 

 １ 作業は特に問題はなく、期日までに提出できた →（２）調査２に進んでください 

 ２ 期日までに提出できたが、作業が難しい箇所があった 

 ３ 期日どおりに提出できなかった 

 

問② 「問①」で２ ３を選ばれた場合、貴院において作業が難しかった点、問題があると感じた点を、以下の項

目から選んでください。 

（該当するもの全てに〇をつけてください。複数回答可。） 

 １ 入院部門における患者数の数え方が難しかった 

 ２ 標榜診療科と診療報酬請求時の診療科コードの対応が難しかった 

 ３ 部門を中央診療と補助管理に振り分けるのが難しかった 

 ４ センター方式を採用している部門の診療科別の医師勤務日数の算出方法が難しかった 

 5 当院の会計科目を調査票の科目にあわせるのが難しかった 

 6 全体収支データを 1 か月分として計上するのが難しかった 

 7 保険等査定減の各部門（診療科）への細分化が難しかった 

 8 包括払い分の収益の記載方法が分かりづらかった 

 9 看護師や職員が診療科を兼任している場合の給与費や人員数の算出が難しかった 

 10 複数の部門（診療科）で共有している場合の面積の算出が難しかった 

 11 要綱が分かりづらかった 

 12 その他（具体的に） 
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（２）調査２：レセプトデータもしくはＥファイル 

問① 作業過程、および提出状況 

（どれか１つに〇をつけてください。） 

 １ 作業は特に問題はなく、期日までに提出できた →（３）調査３に進んでください 

 ２ ほぼ期日までに提出できたが、作業が難しい箇所があった 

 ３ 期日どおりに提出できなかった 

 

問② 「問①」で２ ３を選ばれた場合、貴院において作業が難しかった点、問題があると感じた点を 

以下の項目から該当するもの選んでください。 

（該当するもの全てに〇をつけてください。複数回答可。） 

 １ 匿名化ソフトがうまく機能しなかった 

 ２ 外来の E ファイルの作り方がよくわからなかった 

 ３ CSV ファイル形式（カンマ区切り）で出力するところが難しかった 

 ４ 要綱が分かりづらかった 

 5 その他（具体的に） 

   

 

 

 

（３）調査３：医師勤務に関する調査 

問① 作業過程、および提出状況 

（どれか１つに〇をつけてください。） 

 １ 作業は特に問題はなく、期日までに提出できた →（４）調査４に進んでください 

 ２ ほぼ期日までに提出できたが、作業が難しい箇所があった 

 ３ 期日どおりに提出できなかった 

 

問② 「問①」で２ ３を選ばれた場合、貴院において作業が難しかった点、問題があると感じた点を 

以下の項目から該当するもの選んでください。 

（該当するもの全てに〇をつけてください。複数回答可。） 

 １ 診療科に属していない医師に関する記載方法が分かりづらかった 

 ２ 救急外来など、複数の診療科を担当している場合の記載方法が難しかった 

 ３ 診療時間以外の時間の記載方法が難しかった 

 ４ 要綱に記載されていた時間数の算出方法が分かりづらかった 

 5 補足調査票の記入方法が分かりづらかった 

 6 その他（具体的に） 
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（４）調査４：手術、検査、画像診断の診療行為実施場所に関する調査 

問① 作業過程、および提出状況 

（どれか１つに〇をつけてください。） 

 １ 作業は特に問題はなく、期日までに提出できた →「２．診療科別収支計算結果について」に

進んでください。 

 ２ ほぼ期日までに提出できたが、作業が難しい箇所があった 

 ３ 期日どおりに提出できなかった 

 

問② 「問①」で２ ３を選ばれた場合、貴院において作業が難しかった点、問題があると感じた点を   以下の

項目から該当するもの選んでください。 

（該当するもの全てに〇をつけてください。複数回答可。） 

 １ 診療行為ごとに実施場所を特定するのは難しかった 

 ２ 要綱が分かりづらかった 

 3 その他（具体的に） 
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２．診療科別収支計算結果について 

別添の「診療科別収支計算結果」に、貴院の入院・外来合計の医業収益を「100」とした場合の、各診療科（入

院・外来別）の収益、費用、収支差額の大きさを示しています。ご覧いただきながら以下の質問に回答ください。 

（１）診療科別収支計算結果  

①「入院部門・入院計・収支差額」「外来部門･外来計・収支差額」の入院・外来の比率が、貴院の認識※と一致

しますか。 

（該当するものに〇をつけてください。） 

 １ 一致している 

 ２ ほぼ一致している 

 ３ 一致していない 

  一致していない部門名（入院部門、外来部門）、判断された理由を記述ください。 

 

 

  ４ 不明・わからない 

 

②入院部門について 

診療科別「収支差額」の各診療科の割合が、貴院の認識※と一致しますか。 

（該当するものに〇をつけてください。） 

 １ 一致している 

 ２ ほぼ一致している 

 ３ 一致していない 

   一致していない診療科名、判断された理由を記述ください。 

   

 

 

  ４ 不明・わからない 

 

③外来部門について 

診療科別「収支差額」の各診療科の割合が、貴院の認識※と一致しますか。 

（該当するものに〇をつけてください。） 

 １ 一致している 

 ２ ほぼ一致している 

 ３ 一致していない 

   一致していない診療科名、判断された理由を記述ください。 

   

 

 

  ４ 不明・わからない 

※ 「貴院の認識」とは、病院の管理会計システム等により把握されている診療科別収支に基づくもの、 

その他の手段により把握されている診療科別の収益・費用、病院全体を管理する立場での経験や実

感に基づくものまで含みます。 
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（２）その他 

診療科別収支結果について、特に疑問に感じた点、納得できた点、等がございましたら、以下に記入してくださ

い。 

記入欄 

 

 

３．貴院における部門別収支の把握方法について 

貴院における現在の部門別収支把握状況について、差し支えない範囲でお答えください。 

（１）部門別収支の把握 

病院の部門別の収支を把握されていますか。 

（どれか１つに〇をつけてください。 ４ の場合は、理由を記入してください。） 

 １ 病院の部門別収支を把握している 

 ２ 一部未対応の部分はあるが、部分的に部門別の収益・費用を把握している 

 ３ 把握していない 

 ４ どちらとも言えない 

  記入欄（理由） 

   

 

（２）部門別収支の把握方法 

上記質問で、「１ 把握している」「２ 部分的に把握している」を選択された方のみ 

部門別収支は、どのような方法で管理・把握されていますか。 

（どれか１つに〇をつけてください） 

 １ 病院の管理会計システム 

 ２ その他のシステム 

  記入欄（具体例） 
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４．調査全般について 

上記の他、本調査研究全般に関してご意見がございましたらお聞かせください。 

 

記入欄 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴医療機関名  

ご担当者様ご芳名  

メールアドレス ＠ 

以上 

本調査研究へのご協力、ありがとうございました。 

 

 

お手数おかけしますが、上記にご記入の上、当紙面を平成１９年５月 15 日（火）までに、 

下記のＦＡＸまたはメールアドレスまでご送付お願い申し上げます。 

送付先ＦＡＸ番号  ：０３－３５０６－８５２８ 

送付先メールアドレス  ： bumonbetsu@ihep.jp 
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【診療科別収支計算結果】

部門別収支

内科 神経内科 循環器科 整形外科 脳神経外科 ハビリテーション科 入院計 内科 神経内科 循環器科 整形外科 脳神経外科 麻酔科 ハビリテーション科 外来計

100.0 10.0 3.0 8.0 10.0 40.0 9.0 80.0 3.0 2.0 4.0 4.0 6.0 0.0 1.0 20.0

90.0 10.0 2.0 9.0 6.0 35.0 8.0 70.0 2.0 4.0 4.0 3.0 5.0 0.0 2.0 20.0

材料費 15.0 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

給与費 50.0 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

委託費 5.0 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

設備関係費 15.0 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

研究研修費 1.1 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

経費 3.0 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

控除対象外消費税等負担額 0.6 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

 本部配賦費 0.3 *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.* *.*

10.0 0.0 1.0 -1.0 4.0 5.0 1.0 10.0 1.0 -2.0 0.0 1.0 1.0 0.0 -1.0 0.0

2.0 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.0 1.5 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5

4.0 0.3 0.3 0.6 0.3 1.5 0.5 3.5 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5

8.0 0.0 1.0 -1.3 4.0 3.7 0.5 8.0 1.0 -2.0 0.0 1.0 1.0 0.0 -1.0 0.0

＜表の見方＞ ・病院全体の医業収益を１００として、各診療科別の収益と費用の大きさを算出しています。

・算定結果は、中央診療部門や補助管理部門の収益及び費用を、一定の基準に基づき、入院・外来の各診療科に割り振ったものです。

・各診療科は、診療報酬請求時の診療科コードに基づいた診療科となります。

収支差額（Ｃ＝Ａ－Ｂ）

総収支差額（Ｆ＝Ｃ＋Ｄ－Ｅ）

医業外収益（Ｄ）

医業外費用（Ｅ）

医業費用（Ｂ）

医業収益（Ａ）

入院部門 外来部門
全体
収支
合計

事後調査票
「２．診療科別収支計算結果について」
（１）診療科別収支計算結果　質問②

回答時にご参照ください。

事後調査票
「２．診療科別収支計算結果について」
（１）診療科別収支計算結果　質問①

回答時にご参照ください。

事後調査票
「２．診療科別収支計算結果について」
（１）診療科別収支計算結果　質問③

回答時にご参照ください。
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